
（別紙2）  メトキシフェノジド   

0，12（軋0．16（＃）（菓ねぎ）、  
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（別紙2）  農薬名  メトキシフェノジド   

【米国のきゅうり、かば  

【米国のきゆうり、かぼ  

【0．032－0．39（m＝6）】   
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メトキシフェノジド  農薬各   （別紙2）  

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  

綿実  
●●   PPm  PPm  PPm  

7   7  7    オーストラリア  
その他のオイ′レシ・－ド  柑  

ぽんなん   0．1   0．l  0．1   
くり   0．1   0，t  0．1             0．1   
べカン   

アーモンド   
くるみ   
その他のナッツ類   

茶   

潅の他のスパイス   
その他のハープ   

牛の筋肉   
豚の筋肉   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   
牛の脂肪   
豚の脂肪   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   
牛の肝臓   

乳類に属する動物の腎臓   

鶏の筋肉   
その他の家きんの筋肉   
鶏の脂肪   
その他の家きんの脂肪   
籍の肝臓   
その他の家きんの肝臓   
鶏の腎臓   
その他の家きんの腎臓   
鶏の食用部分   
その他の家きんの食用部分   

皇の他の家きんの卵   

すもも（乾燥させたも 

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成庫を示した。  
（＄）で示した作物は、作物残留試験成凍のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮した。  
（拷）で示した作物残留試験成績は、適用範潟内で行われていないn  
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（別紙3）  

メトキシフェノジド推定摂取量（単位：JLg／人／day）   

食品群   

基準値秦 （ppm）  国民平 TⅦ）Ⅰ  幼小児 （1～6歳） TⅦ）Ⅰ  喜妊婦 T撼DI  ■高齢者 ：（65歳以上） TMI）Ⅰ   米  01  18  18 9   

とフもろ」し  0 02  01：  0 0   0  

2   10 8   大且  0 3        17 6  ′ヽ且  4 0      0  ●        てんさい   
0 2   0 05  

かぶ の菓  30          レ   
クソン  30          はくさい  7 0        q  ベ   

7 159. 6: キャツ          i  ベ   
0 7   芽キャツ  7 0      0     ー′  

30        3 0   」 つ夏  30  きよフな  30  9 0   

57 0   ン′  ン′  30        ，        フ  ー  7 0  
2 8   

12. 3 ロブコ ー  3        －  
93 0   夏  30    9       ア 
0 3   ーアイチョーク  3 0           ＝王  30        3 0  エン′   

30        3 0  

レタス   30  75          30        126 0  の   
21. q 30  
40 5   

ねぎ  3           ′ヽセリ  30  
●  60  セロリ  15  

9 0   30    3       トマト  
2  1   

3  ヒーマン′  
114   なす  2  
0 6   の£  2  

きゆ り  0 3          かぼ  
ちや  0 3          しろうり  0 3  

0 0   すいか  0 3           ロン′  

0 3          まくわフり  0 3        0 0   
0 2   のつ  0 3  ほフれんそつ  30  

0   0 6   オタフ  2 0      0  
その他の野菜  30  
りん」   2  

日本なし   
2  西洋なし  2          マ   ／レメロ  2  

0   2      0  もも  2          ン  ネクタリ  2  
2  

あんず            すもも  2  
フめ   2  

おっとフ  2  0 2・   0 2・      いち」  2  0・   ベ クフンリー  0 7  
ぶとフ  口          キウィー  0 

．5    0．7  0．6  
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食品群   
高齢者  

基準値案 （ppm）  国民平均 TMDI  幼小児 （1～6歳） TMDf  妊婦 TMDI   ：（65歳以上） TMD‡   

0 4■  その他の果実  01          綿実  7   
0 7l  0. ?: よ  

01          くり  
01  ン′            ア 

くるみ  ーモンド  ののナッツ  
・  他類  01  0 0        茶  20  

その他のスハイス  30  その他のハーブ  30    3 0  0  の   

0 05  29・  16・   30・  
20‘   18  0 01  

0 02    0 4一  0 3  
0．01   0．4   0．3：   0．4  

2193 0  1156 8  1812 9  
ADI比（％）  42．0   74．7   33．3  

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaxiJmlZDDailyIntake）  
高齢者については畜水産物の摂取量データ、妊婦については水産物の摂取量データがないため、国民平均  
の摂取量を参考とした。  
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（参考）  

これまでの経緯  

平成13年 8月22日 初回農薬登録  

平成17年11月29日 残留基準値の告示  

平成19年  2月 5日 厚生労働大臣から食品安全委員長あてに残留基準設定に係る食  

品健康影響評価について要請  

2月 8日 食品安全委員会（要請事項説明）  

6月 4日 第5回農薬専門調査会確認評価第二部会  

6月25日 厚生労働大臣から食品安全委員長あてに残留基準設定に係る食  

品健康影響評価について要請  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年1  

平成19年1  

平成19年1  

食品安全委員会（要請事項説明）  

第25回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

薬事・食品衛生審議会へ諮問  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

6月28日  

8月24日  

9月13日  

0月17日  

0月18日  

0月18日  

平成19年12月12日  

●薬事・食品衛生審読会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

【委員】   

青木 宙   

井上 松久  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貫一   

佐々木 久美子   

志賀 正和  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学副学長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

国立医薬品食品衛生研究所客員研究員  

元独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害  

防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画評価主幹  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

武
雄
子
 
男
機
 
正
民
明
康
信
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谷
内
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池
渕
 
 

豊
米
山
山
吉
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（○：部会長）  
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答申（案）   

メトキシフェノジド  

残留基準値  
食品名  

Dnm   

米（玄米をいう。）   0．1   
とうもろこし   0．02   
大豆  0．3  
小豆類  4．0   
てんさい   0．05   
かぶ類の葉   30   
クレソン   30   
はくさい   7．0   
キャベツ   

7   

芽キャベツ   7．0   
ケール   30   
こまつな   30   
きような   30   
チンゲンサイ   30   
カリフラワー   7．0   
ブロッコリー   3   

その他のあぶらな科野菜（注1）   30   
アーティチョーク   3．0   
チコリ   30   

エンダイブ   30   
しゆんぎく   30   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   30   
その他のきく科野菜（江2）   30   
ねぎ   3   

パセリ   30   
セロリ   15   
その他のせり科野菜（往3）   30   
トマト   2   

ピーマン   3   

なす   2   

その他のなす科野菜（注4）   2   

きゆうり（ガーキンを含む）   0．3   
かぼちや（スカッシュを含む）   0．3   
しろうり   0．3   
すいか   0．3   
メロン類果実   0．3   
まくわうり   0．3   

その他のうり科野菜（注5）   0．3   
ほうれんそう   30   
オクラ   2．0   
その他の野菜（注6）   30   
りんご   2   

日本なし   2   

西洋なし   2   

マルメロ  2  

びわ  2   

もも   2   

ネクタリン   2   

あんず（′アプリコットを含む）   2   

すもも（プルーンを含む）  2  

うめ  2  

おうとう（チェリーを含む】■  2   

いちご   2   

クランベリー   0．7   
ぶどう   

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶら  
な科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん  

類の葉、かぶ類の根、かぶ類の菓、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以  

外のものをいう。   

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜  
のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティチョー  

ク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レタス及  
びハープ以外のものをいう。   

（注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜  
のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロ  

リ、みつば、スパイス及びハーブ以外のもの  
をいう。   

（注4）「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち，トマト，ピー マン及びなす以外のも  
のをいう。   

（注5）「その他のうり科野菜Jとは、うり科野菜  
のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、  
メロン類果実及びまくわうり以外のものをい  

う。   

（注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも  
類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、き  
く科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科  
野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オ  
クラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いん  
げん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハー  
ブ以外のものをいう。   
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メトキシフェノジド（つづき）   

残留基準値  
食品名  

l〕Dm   

キウイー   0．5   
その他の果実（注7）   0．1   
綿実   7   

ぎんなん  0．1  

くり  0．1  

ペカン  0．1   
アーモンド   0．1   

くるみ   0．1   

その他のナッツ類（注8）   0．1   
茶   20   

その他のスパイス■（注9）   30   

その他のハーブ（注10）   30   

牛の筋肉   0．02   
豚の筋肉   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物（注11）の筋肉   0．02   

牛の脂肪   0．05   
豚の脂肪   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   

牛の肝臓   0．02   

豚の肝臓   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．02   

牛の腎臓   0．02   

豚の腎臓   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．02   
牛の食用部分   0．02   

豚の食用部分   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．02   

乳   0．01   
鶏の筋肉   0．01   
その他の家きん（注12）の筋肉   0．01   

鶏の脂肪   0．02   
その他の家きんの脂肪   0．02   

鶏の肝臓   0．01   
その他の家きんの肝臓   0．01   
鶏の腎臓   0．01   
その他の家きんの腎臓   0．01   

鶏の食用部分   0．01   
その他の家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   

その他の豪きんの卵   0．01   
すもも（乾燥させたもの）   2   

干しぶどう   3   

（注7）「その他の果実」とは、果実のうち、かん  

きつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マ  
ルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず、すも  
も、うめ、おうとう、ベリー類果実、ぶどう、か  
き、バナナ、キウイー、パパイヤ、アボカド、パ  
イナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ  

ルーツ、なっめやし及びスパイス以外のもの  
をいう。   

（i生8）「その他のナッツ類」とは，ナッツ類のう  
ち，ぎんなん，くり，ペカン，アーモンド及びく  
るみ以外のものをいう。   

（注9）「その他のスパイス」とは、スパイスのう  

ち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、と  
うがらし、パプリカ、しようが、レモンの果皮、  

オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの種  
子以外のものをいう。   

（注10）「その他のハープ」とは、ハープのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、  
セロリの茎及びセロリの菓以外のものをいう。   

（注11）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」  

とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及  
び豚以外のものをいう。   

（注12）「その他の家きん」とは、家きんのうち、  
鶏以外のものをいう。   
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資料3－7－3  

府 食 第 1029 号  
平成19年10月18 日  

厚生労働大臣   

舛添 要一 殿  

食品安全委員会   

委員長  見上  

莞語覧≡．nr  

；仰℡曳Zミ蛇▲：⊥′・．．－＿   

食品健康影響評価の結果の通知について  

平成19年2月5日付け厚生労働省発食安第0205005号及び平成19年6月25日付け厚生  

労働省発食安第0625007号をもって貴省から当委員会に意見を求められたメトキシフェノ  

ジドに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食品安全基本法（平成15  

年法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

メトキシフェノジドの一 日摂取許容量を0，098mg／kg体重／日と設定する。  
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農薬評価 

メトキシフェノジド  

2007年10月  

食品安全委員会  
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★★：2007年4月25日から  

如☆：2007年6月30日まで  
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要 約   

ベンゾイルヒドラジン系殺虫剤である「メトキシフェノジド」（IUPAC：」Ⅴ励オブ  

チ／レⅣ（3－メトキシーダトルオイル）－3，計キシロヒドラジド）について、 各種評価書等（農  

薬抄録、JMPRレポート、米国EPAレポート、HealthCanadaRegulatoryNote、  

豪州NRA評価書）を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット、ヤギ及びニワトリ）、植物体内  

運命（水稲、りんご、ぶどう及びワタ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物等  

残留、急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット、マウス及びイヌ）、慢  

性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁  

殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、メトキシフェノジド投与による影響は、主に血液、肝臓及び腎臓に  

静められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなか  

った。   

各試験の無毒性量の最小値は、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の9．8m釘kg体  

重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した0．098mg肱g体重／日  

を一日摂取許容量（ADI）とした。  
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